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【特集チーム】磯辺 康子、大門 秀幸、竹内 友章、筒井 のり子、牧口 明、増田 宏幸、百瀬 真友美

特 集

今年は、｢民生委員・児童委員｣（以下、民生委員）制度の源流の一つとされる
岡山県の済世顧問制度が創設されて１００年に当たる。

地域福祉の担い手として、日本社会に根付いてきたボランティアの仕組みだが、
社会の課題が複雑化する中で、その役割も変化し、
制度が抱えるさまざまな問題点が指摘されている。

担い手の不足、災害対応などで増える負担、地域の市民活動団体との連携のあり方……。
制度創設１００年を機に、民生委員制度の現状と課題を考えたい。

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

《特集》  民生委員の持続可能性 100周年の次へ
《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》  

「感動ポルノ」って？
《パラボラ・ニュース》  

「社会課題の解決を支えるＩＣＴサービス大賞」創設
《ウォロ'sトピック》

１．人格権の保護より「有用性」を優先か？ 改正個人情報保護
　法のポイントと問題点
２．障害者問題総合誌『そよ風のように街に出よう』遂に終刊

《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》

終わりと始まりの8月15日　
山崎 美貴子 （東京ボランティア・市民活動センター　所長）

《鬼怒川水害・常総市発〜現地から伝える「被災地の今」》

人が集まれる場を皆で作ることが心の復興につながる
横田 能洋（認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ　代表理事）

《V時評》

１．ボランティア活動と賃労働を分かつもの
　　〜労基署によるNPOへの警告から考える〜
２．ＮＰＯ法人が減少？ 大切な参加の機会づくり

《続・マーケティングは愛だ　ドクター長浜と悩めるNPO》 

企業からの支援を獲得する！
長浜 洋二（株式会社PubliCo　代表取締役CEO）

《現場は語る　～コーディネートの現場から》

ボランティアが支える医療通訳
小林 政夫（大阪ボランティア協会　ボランティアコーディネーター）　

《市民活動の暦（こよみ）～ 8月、9月にあったこと 》 

50年前 ……夜間中学卒業生・髙野雅夫が夜間
中学の存続と一層の拡充を求めて全国行脚開始

《U35》 

魚見 航大さん（株式会社革靴をはいた猫）　

《この人に》 

今野 晴貴さん（NPO法人POSSE　代表理事） 

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》

「コミュニティカフェパンゲア」／『夜明け前
の子どもたち』／書籍紹介

《傍聴カフェ〜裁判からみえる社会》 

ケースNo2「ギャンブル障害の放火」
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市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

平成29年度・第2回 河原林富美福祉基金配分申請受付のご案内
大阪府共同募金会では、河原林富美福祉基金により、社会福祉推進事業の支援
でこれまであまり手を差しのべていなかった福祉の狭間の事業や福祉の周辺領
域で支援を要する事業に対する配分申請を受け付けています。
• 申請書受付期間＝9月20日(水)まで
 詳しくは、大阪府共同募金会ホームページをご覧ください。
• 問合せ＝大阪府共同募金会
 TEL 06-6762-8717　FAX 06-6762-8718
 Ｅメール ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp（件名に「配分申請について」）
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総数 男性 女性

（年度）

（人）

40代以下
2.3％
40代以下
2.3％

50代
15.1％

60代
60.7％
60代
60.7％

70代以上
21.9％
70代以上
21.9％

高齢者に関すること

55.6％
高齢者に関すること

55.6％

障害者に関すること

5.3％

子どもに関すること

20.4％
子どもに関すること

20.4％

その他
18.6％
その他
18.6％

要保護児童の発見の
通告・仲介

0.3％調査・
実態把握

19.3％

調査・
実態把握

19.3％

地域福祉活動・
自主活動

32.9％

地域福祉活動・
自主活動

32.9％

民児協運営・研修

22.5％
民児協運営・研修

22.5％

行事・事業・会議への
参加協力

23.2％

行事・事業・会議への
参加協力

23.2％

証明事務

1.8％

民
生
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る

特
別
職
の
地
方
公
務
員
（
非
常
勤
）。
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
「
児
童
委
員
」
も

兼
ね
て
い
る
。
委
嘱
数
は
全
国
で
約
23
万

人
。
担
当
区
域
で
高
齢
者
や
障
害
者
、

子
ど
も
、
母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
と
す
る

相
談
・
支
援
、
訪
問
活
動
の
ほ
か
、
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
う
。

　

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
活
動

に
必
要
な
交
通
費
や
通
信
費
、
研
修
参
加

費
な
ど
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
受

総数、欠員―欠員率が上昇
　民生委員は、2015年３月末時点の数字で見てみると、約
23万６000人の定数に対し約５000人の欠員となった。同時点
の欠員率は2.1％で、15年前の0.7％と比較して3倍。その後、
16年12月の改選時にはさらに欠員率が悪化して３％を超え、
担い手不足が課題となっている。委員の定数は、自治体の規
模などによって基準が定められており、東京都区・政令市は

年齢―70代以上が増加
　民生委員の年齢（2012年度）は、60代が最多で、全体の
６割を占めている。続いて70代以上、50代が多く、40代以下
は２．３％にとどまる。近年は、70代以上が増加する一方で、
50代が減少する傾向がみられる。国は、民生委員の委嘱上
限年齢については「75歳未満」、主任児童委員については

「55歳未満」が望ましいとしているが、自治体ごとに弾力的な
運用が行われている。

活動内容―活動日数は年間131日
　民生委員1人当たりの平均活動日数は年間131日（2014年
度）。10年前と比べて13％増加している。活動別の件数で
は、「相談・支援」が27.9件で10年前から約２割減っているの
に対し、「その他の活動」（調査や実態把握、サロン活動な
どの地域福祉活動、会議や地域行事への参加など）が117.2
件で２割以上増加している。また、高齢者や障害者世帯の安
否確認・友愛訪問などの「訪問・連絡活動」は、年間167
回で、10年前に比べて３割近く増えている。
　「相談・支援」の内容別（民生委員全体）では、「高齢者
に関すること」が半数以上を占め、「子どもに関すること」は
約２割、「障害者に関すること」は５.3％となっている。

経験―就任から２期以内が約６割
　全国民生委員児童委員連合会の2016年の調査によると、
委員の約６割が就任２期目まで（６年未満）で、１期目が３割
を超えており、比較的経験の浅い委員が多くなっている。ま
た、最近は自治会などの地域活動経験が乏しい委員が増え
ているという課題も指摘されている。

活動費―１人あたり年額５万9000円
　民生委員１人当たり年額５万9000円の活動費が、都道府
県に対して交付税措置されている。民生委員に対する実際
の支給額や支給方法は自治体によって異なる。民生委員の
役割が広がる中、多くの自治体から活動費が十分でないとい
う指摘が出され、2016年度に１人当たり800円増額されてこの
額になった。

災害時支援などで負担感
　全国に約1万ある「民生委員児童委員協議会」（民児協）
が取り組む活動について、2012年の調査では「災害時要援
護者の支援体制づくり」が81.5％、「地域社会での孤立・孤独
をなくす取り組み」が73.5％に達し、近年大きな課題となって
いる大規模災害時の要援護者支援、社会的に孤立している
住民への支援が重視されている傾向がうかがえる。一方で、
阪神・淡路大震災を経験した兵庫県内の民生委員を対象に
行われた調査（16年）では、災害時の要援護者支援につい
て「負担感が強い」とした人が６割を超え、民生委員の負担
の大きさが課題となっている。

民生委員への個人情報提供　

　全国の136市町村を対象にした厚生労働省のサンプル調査
（2010年）では、85％の市町村が民生委員に対して何らかの
個人情報を提供しており、大規模な自治体ほど積極的に提供
している。提供している情報は「生活保護受給世帯」（62.9％）、
「65歳以上の単身世帯」（62.1％）が多かった。

220 〜 440世帯に１人、中核市と人口10万人以上の市は170
〜 360世帯に１人、人口10万人未満の市は120 〜 280世帯に
１人、町村は70 〜 200世帯に１人となっている。

性別―女性が６割
　男女別でみると、女性が６割、男性が4割（2015年度）。
1995年に男女比が逆転し、以降は常に女性のほうが多くなっ
ている。主任児童委員に限ると、女性が85％を占める。

け
取
り
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
）。

自
治
会
な
ど
の
推
薦
や
公
募
で
候
補
と

な
っ
た
人
が
、
市
町
村
の
推
薦
会
か
ら
都
道

府
県
に
推
薦
さ
れ
、
地
方
社
会
福
祉
審
議

会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
選
任
さ
れ
る
。

任
期
は
３
年
（
再
任
可
能
）。
３
年
に
１

回
、
12
月
１
日
に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
る
。

　

民
生
委
員
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
の

指
名
を
受
け
て
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当

す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
、
全
国
に
約

２
万
１
０
０
０
人
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
児

童
虐
待
問
題
の
深
刻
化
を
受
け
、
地
区
担

当
委
員
や
地
域
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
子

育
て
支
援
な
ど
を
進
め
る
担
い
手
と
し
て

１
９
９
４
年
に
導
入
さ
れ
た
。

［図1］民生委員の総数と男女別人数の推移

［図2］
民生委員の
年齢別構成

［図3］
相談・支援内容の
内訳

（民生委員全体）

［図4］
相談・支援以外の
活動の内訳

（民生委員全体）

「民生委員・児童委員の活動環境の整備に関する検討会」報告書（2014年4月、同検討会）、各年度福祉行政報告例（厚生労働省）をもとに筆者・編集部が作成

これからの民生委員・児童委員制度と活動のあり方に関する
検討委員会中間報告（2016年、全国民生委員児童委員連
合会）をもとに筆者・編集部が作成

図3、4は全国民生委員児
童委員連合会「数字で見
る民生委員・児童委員活
動」http://www2.shakyo.
o r . j p / z e n m i n j i r e n /
minsei_zidou_activity/
number.htmlをもとに筆者・
編集部が作成

【参考・出典】
▪厚生労働省「民生委員・児童委員について」
　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/
　seikatsuhogo/minseiiin/index.html
▪全国民生委員児童委員連合会　http://www2.shakyo.or.jp/zenminjiren/
　index.html
▪兵庫県「民生委員・児童委員について」
　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf28/minnseiiinn.html
▪民生委員・児童委員による社会的孤立状態にある世帯への支援に関する調査
　結果第１次報告書（2017年、全国民生委員児童委員連合会）
▪これからの民生委員・児童委員制度と活動のあり方に関する検討委員会中間報
　告（2016年、全国民生委員児童委員連合会）
▪ 「民生委員・児童委員の活動環境の整備に関する検討会」報告書（2014年、
　事務局・厚生労働省）

編
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子
、
大
門
秀
幸
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貧
困
や
傷
病
や
離
別
な
ど
生
活
困
窮
に
陥
っ
た

ら
、
だ
れ
か
に
事
実
を
話
す
よ
り
語
り
た
く
な
い

事
情
の
ほ
う
が
多
く
な
る
。
助
け
て
と
言
い
だ
せ

な
い
プ
ラ
イ
ド
が
さ
ら
に
孤
立
を
深
め
る
。
無
縁

社
会
が
広
が
る
な
か
で
、
静
か
に
人
知
れ
ず
排
除

さ
れ
る
か
隠
れ
る
よ
う
に
引
き
こ
も
る
か
。
地
域

社
会
は
助
け
合
う
力
も
残
し
て
は
い
る
が
、
善
意

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
異
な

る
も
の
を
排
除
し
た
り
無
視
し
た
り
す
る
力
も
働

く
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
民
生
委
員
は
声
な
き
声

に
聞
き
耳
を
立
て
、
孤
立
・
孤
独
に
陥
り
が
ち
な

生
活
困
窮
者
を
捜
し
出
し
て
は
、
か
れ
ら
に
寄
り

添
い
な
が
ら
行
政
や
専
門
機
関
に
住
民
と
し
て
つ

な
ぐ
役
割
を
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

法
に
定
め
ら
れ
た
無
給
の
特
別
地
方
公
務
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
る
と
い
う
、
住

民
と
行
政
の
間
に
立
っ
て
行
動
す
る
人
格
高
潔
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
行
政
か
ら
も
地
域
の
自

治
会
な
ど
か
ら
も
品
行
方
正
な
〝
で
き
た
〟
人

物
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
庶
民
か
ら

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
民
生
委
員
に
な
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
が
湧
き
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
現
任
の
民

生
委
員
が
高
齢
に
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
続
け
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
後
任
者
を
な
か
な
か
見
つ
け
だ

せ
な
い
状
況
で
も
あ
る
。
他
方
、
生
活
困
窮
者
は

増
え
続
け
、
抱
え
て
い
る
生
活
問
題
も
複
雑
に
な

り
、
素
人
の
手
に
は
負
え
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
お
り
、
民
生
委
員
の
相
談
・
支
援
活
動
は
さ

ら
に
必
要
性
を
増
し
続
け
て
い
る
。

　

世
界
に
類
を
み
な
い
１
０
０
年
も
続
く
民
生
委

員
制
度
な
の
に
、
な
に
が
原
因
で
後
継
者
不
足
と

い
う
事
態
を
招
い
て
い
る
の
か
。
任
期
・
定
年
を

延
長
し
た
り
、
地
区
選
出
の
基
準
を
緩
和
し
た

り
、
民
生
委
員
制
度
の
認
知
を
高
め
る
努
力
は

重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
改
善
策
が

見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
選

出
の
方
法
や
任
命
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

個
別
生
活
相
談
か
ら
地
域
福
祉
活
動
ま
で
幅
広

く
任
務
を
期
待
し
す
ぎ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る

の
か
。
そ
も
そ
も
民
生
委
員
制
度
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
に
な
に
が
し
か
の
無
理
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
民
生
委
員
制
度
の
発
足
当
時
か
ら
す
る
と

日
本
社
会
も
経
済
環
境
、
地
域
環
境
、
家
族
状

況
、
意
識
構
造
も
大
き
く
変
わ
り
、
制
度
自
体
を

大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

民
生
委
員
の
大
き
な
特
徴
は
、
地
域
活
動
を

し
て
い
る
住
民
団
体
の
な
か
か
ら
推
薦
さ
れ
、
地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
明
る
く
、
地
域
の
な

か
の
生
活
困
窮
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
地
方
公
務

員
と
同
じ
く
ら
い
守
る
こ
と
が
で
き
る
委
嘱
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
相
談
員
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
域

社
会
の
都
市
化
に
伴
い
地
域
自
治
会
加
入
者
も

年
々
減
少
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
公
民
館
活
動
も
停
滞

し
が
ち
な
現
状
の
な
か
で
、
旧
来
の
世
帯
単
位

に
組
織
さ
れ
て
い
た
住
民
組
織
も
機
能
マ
ヒ
し
て

い
る
。
民
生
委
員
と
い
え
ど
も
全
世
帯
の
家
庭

事
情
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
が
住
民
生

活
実
態
の
網
羅
的
把
握
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
に

無
理
が
あ
る
。

　

地
域
自
治
組
織
か
ら
の
推
薦
選
出
と
い
う
方

法
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
主
任
児
童

委
員
制
度
を
設
け
た
よ
う
に
、
問
題
別
・
テ
ー
マ

別
に
委
員
の
役
割
を
分
担
化
す
る
と
か
、
選
出
母

体
の
多
様
化
を
図
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
な
ど
か
ら
選

出
推
薦
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の

提
言
は
、
特
別
地
方
公
務
員
な
ら
知
事
の
推
薦

制
で
な
く
知
事
の
任
命
制
の
導
入
だ
っ
て
考
え
て

も
よ
い
と
い
う
案
で
あ
る
。
地
方
分
権
と
騒
が
れ

て
久
し
い
の
に
民
生
委
員
制
度
は
あ
い
か
わ
ら
ず

聖
域
な
の
か
、
知
事
や
市
長
に
委
嘱
任
命
権
を
委

譲
し
な
い
と
い
う
の
は
、
民
生
委
員
が
大
臣
委
嘱

で
な
い
と
認
め
な
い
と
抵
抗
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
か
。
要
す
る
に
、
民
生
委
員
を
住
民
が
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
自
治
の
基
本

事
務
に
近
づ
け
る
工
夫
は
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
創
設
時
、
岡
山
県
や
大
阪
府
で
は
知
事
の
任

命
で
始
ま
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
住
民
自
治
に
基
づ

く
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
民
生
委
員
に
光
を

当
て
な
お
し
て
み
る
こ
と
も
、
課
題
解
決
の
近
道

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
理
事
長 

牧
里 

毎つ
ね
じ治

２
０
１
２
年
に
障
害
者
の
人
権
活
動

家
ス
テ
ラ
・
ヤ
ン
グ
氏
が
障
害
者

が
た
だ
障
害
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で

「
感
動
や
勇
気
を
も
ら
っ
た
」
と
健
常
者

か
ら
言
わ
れ
る
場
面
を
指
し
て
、
使
用
し

た
。
障
害
者
が
ご
く
普
通
の
日
常
生
活
を

過
ご
す
だ
け
で
も
周
囲
は
「
感
動
」
を
そ

こ
に
見
い
だ
す
し
、
無
意
識
に
障
害
者
に
対

し
て
「
感
動
」
を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
の

だ
。「
ポ
ル
ノ
」
は
障
害
者
を
た
だ
感
動
の

対
象
と
し
て
一
方
的
に
見
る
構
図
を
、
性

的
消
費
対
象
と
し
て
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に

重
ね
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
メ
デ
ィ
ア
が
意
識
的
に
障
害

者
を
利
用
し
て
感
動
ポ
ル
ノ
を
作
り
上
げ
て

い
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
自
体

を
「
感
動
ポ
ル
ノ
」
と
批
判
的
に
呼
ぶ
こ
と

が
多
い
。
障
害
に
負
け
ず
困
難
に
挑
戦
す

る
健け

な
げ気
な
障
害
者
の
姿
を
「
感
動
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
提
供
す
る
側

も
、
素
直
に
そ
れ
に
感
動
す
る
視
聴
者
も
、

偽
善
的
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

感
動
の
対
象
は
決
ま
っ
て
身
体
障
害
な
ど
の

「
わ
か
り
や
す
い
」
障
害
者
ば
か
り
で
、
精

神
障
害
や
発
達
障
害
は
注
目
さ
え
さ
れ
な

い
と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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葉

    「
社
会
課
題
の
解
決
を
支
え
る

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
大
賞
」
創
設

社
会
課
題
の
解
決
を
支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
大
賞
実
行
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
構
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
有
志
が
運
営
）は
、「
全
国
47
都
道
府
県
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
支
援
組
織
が
選
ぶ『
社
会
課
題
の
解
決
を
支
え

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
大
賞
』」を
創
設
し
、９
月
30

日
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
を
受
け
付
け
て
い
る
。本
賞
創

設
の
ね
ら
い
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
活
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
を
表
彰
し
て
社
会
的
認
知
度
を
高
め
る

こ
と
で
、社
会
課
題
の
解
決
を
支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
の
発
展
や
普
及
を
目
指
す
こ
と
。全
国
58
団

体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
組
織
が
賛
同
し
て
は
じ
ま
っ
た

（
２
０
１
７
年
８
月
４
日
現
在
64
団
体
が
賛
同
）。

　

対
象
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
は
、具
体
的
な

社
会
課
題
の
解
決
を
促
す
た
め
の
も
の
や
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
組
織
運
営
や
事
務
、経
営
の
改
善
を
加
速

さ
せ
る
も
の
、自
然
災
害
な
ど
の
発
生
時
に
緊
急

救
援
や
復
興
支
援
を
支
え
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

応
募
者
は
、本
賞
の
趣
旨
を
理
解
し
、社
会
課
題

の
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
事
業
者
で
、業

種
業
態
は
問
わ
な
い
が
、日
本
国
内
に
活
動
拠

点
を
持
つ
こ
と
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
順
守
し

て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
る
。受
賞
事
業
者

発
表
は
11
月
中
旬
。問
い
合
わ
せ
は
、同
会
事
務

局
０
７
２
・３
５
５
・３
２
２
５
ま
た
はnpo-ict@

npo-sein.org

（
担
当
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓサ

イ

ン

Ｅ
Ｉ
Ｎ・

宝ほ
う
ら
く楽
）

U
R

L　

http://npo-ict-aw
ard.jp/

F
acebook　

https://w
w

w
.facebook.

com
/npo.ict.aw

ard.jp/
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駅
か
ら
５
分
ほ
ど
な
の
に
、
ず

い
ぶ
ん
郊
外
の
海
岸
沿
い
に

来
た
よ
う
だ
。
旧
堺
港
近
く
の
古
い

倉
庫
を
改
装
し
、
往
時
の
雰
囲
気
を

極
力
生
か
し
た
１
階
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
会

場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
、
吹
き
抜
け

に
な
っ
た
２
階
。
そ
し
て
堺
の
シ
ン
ボ

ル
、
龍
女
神
像
を
遠
望
で
き
る
風
通

し
の
い
い
テ
ラ
ス
。
時
間
を
忘
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

が
こ
こ
に
あ
る
。

　

か
つ
て
客
と
し
て
こ
こ
を
よ
く
訪
れ

て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓサ

イ

ン

Ｅ
Ｉ
Ｎ
の
代
表

理
事
、
湯
川
ま
ゆ
み
さ
ん
（
写
真
左
）

も
、
こ
の
唯
一
無
二
の
場
に
魅
了
さ
れ

た
ひ
と
り
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
カ

フ
ェ
運
営
を
前
オ
ー
ナ
ー
か
ら
持
ち
か

け
ら
れ
た
と
き
、
経
験
も
な
い
の
に
経

営
し
て
い
け
る
の
か
を
案
じ
る
内
部
ス

タ
ッ
フ
た
ち
の
反
対
は
強
か
っ
た
。
だ
が

若
い
世
代
へ
地
域
づ
く
り
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
当

時
受
託
し
て
い
た
地
元
の
中
間
支
援
組

織
の
運
営
を
通
じ
て
湯
川
さ
ん
が
思
い

描
い
て
い
た
こ
と
は
、
市
民
活
動
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
拠
点

づ
く
り
だ
っ
た
。
近
く
の
友
達
の
家
に

来
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
手
づ
く
り
の

家
庭
料
理
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

し
、
ほ
っ
こ
り
で
き
る
よ
う
な
場
。
そ

し
て
そ
こ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
の

情
報
が
発
信
さ
れ
、
つ
な
が
り
、
多
く

の
出
会
い
が
生
ま
れ
て
い
く
…
…
。

　

安
定
し
た
自
主
財
源
の
確
保
を
め

ざ
し
、
か
つ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

具
現
化
で
き
る
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

始
動
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
パ
ン
ゲ

ア
は
、
多
く
の
試
行
錯
誤
を
経
な
が

ら
、
今
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
10
周
年

を
迎
え
た
。
畳
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
１
階

ホ
ー
ル
部
分
と
区
切
ら
れ
、
小
さ
い
子

連
れ
で
も
周
り
を
気
に
せ
ず
食
事
や

歓
談
が
で
き
る
親
子
ル
ー
ム
。
帆
船
の

木
組
み
を
思
わ
せ
る
、
テ
ラ
ス
に
設
置

さ
れ
た
豪
快
な
現
代
ア
ー
ト
作
品
な

ど
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
」
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
パ
ン
ゲ
ア
の
多
彩
で
魅
力
的
な

ス
ペ
ー
ス
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
と
変
わ
ら

ず
、
さ
び
つ
い
た
壁
の
隅
、
小
さ
な
鉄

扉
の
奥
に
広
が
っ
て
い
る
。

編
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村
岡 

正
司

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
パ
ン
ゲ
ア
」

コミュニティカフェパンゲア
大阪府堺市堺区戎島町5丁9番
電話／072-222-0024
　　　（NPO法人SEIN）
休日／月曜日
営業時間／火曜日12時～18時、
　　　　　水～日曜日11時～18時

ア ゴ ラ

第51回
シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第43回

今
月
の
作
品
「
夜
明
け
前
の
子
ど
も
た
ち
」

「この子らを世の光に」
（糸賀一雄の言葉より）

DVD『夜明け前の子どもたち』
監督：柳澤壽男
1968年／35mm／モノクロ／116分／日本
問い合わせ先：
びわこ学園医療福祉センター野洲
電話 077-587-1144

著者のＩＩＨＯＥ［人と組織と

地球のための国際研究

所］代表・川北秀人さんは、こ

れまでに積水ハウス、ＳＯＭＰＯ

ホールディングスなど 30近い

企業の環境社会報告書・ＣＳＲレ

ポートへの第三者意見書を執筆

するなど、企業のＣＳＲに日本で

最も詳しい一人である。１９９０年

代からのいわゆる企業の社会貢

献の波から、２０００年代初頭のＣ

ＳＲへのうねりを肌で感じてきた

著者にして書けた本と言える。

　ベスト・プラクティスについて

は、日本経団連が会員企業から

の調査結果を紹介したものが先

駆的な例として筆者の記憶に残

るが、これからのＣＳＲ活動にど

本 書が“社会を変える技

術”として紹介するロ

ビイングとは、業界団体などが

自分たちの利益を図るために

政治家に圧力をかけることで

はない。ＮＰＯやソーシャルビ

ジネスの担い手が、困ってい

る人を生み出す仕組み自体を

変えるために行う、政治への働

きかけである。議員や官僚、行

政などに働きかけて、法律や

条例の制定や変更を求めるの

だ。デモや選挙だけではない、

政治に影響力を与える一つの

手法としてロビイングを行い、

事業との両輪を回すことによっ

て、社会を着実に変えていくの

である。

う取り組み、展開するかを検討

している経営者・担当者や、企

業あるいは行政との協働を検討

中のＮＰＯ関係者にとって、本書

は深い理解と多くのヒントをもた

らすだろう。

　 第１章 は 経 営 者 の 責 任

や 高 齢 化 社 会 な ど に 言 及

し、第２章では、持続可能性

（Sustainability）を組織の「負

けにくさ」と可能性の豊かさで

説明。第３章で、本書のテーマ

である各社のＣＳＲベスト・プラ

クティスを、ステークホルダー・

エンゲージメント、組織統治、人

権、労働、環境などの八つの分

野に分類して紹介している。

　90年代、花王は目の不自由

　ＬＧＢＴ当事者で中学生の時

にいじめを受け、自殺未遂をし

た明智カイトさんは、ＮＰＯ法

人フローレンスでロビイストと

して勤務し、現在「いのち　リ

スペクト。ホワイトリボンキャン

ペーン」の代表として性的マイ

ノリティの人々に関するロビイ

ング活動を行っている。「性的

マイノリティ」の言葉を、自殺

総合対策大綱にいれることに

よって大手メディアで取り上げ

られ、当事者が直面する問題

について認知してもらえたこと

や、うまくいかず中止になった

事業があることなど、著者のロ

ビイングの成功・失敗の経験が

つづられている。

誰でもできる
ロビイング入門
社会を変える技術
明智カイト著、光文社新書、
2015年 12月、780円＋税

自社と社会の持続可能性を高め
る経営者のために
ベスト・プラクティスから
学ぶ CSRマネジメント

（ソシオ・マネジメント　第5号）
川北秀人著、IIHOE［人と組織と地
球のための国際研究所］、2017年6
月、2000円＋税（冊子版）／1500
円＋税（ダウンロード版）

な人にも相談して考案したシャ

ンプー・リンス容器側面のギザ

ギザのきざみを実用新案申請

せず、他社も追従して社会に広

がった。ＣＳＲでは他の企業の事

例を大いに参考にすることが、

その企業にとっても社会にとっ

ても重要なように思う。

　ＣＳＲは「企業の社会（的）

責 任 」で あ る が、今 後 はＣ

（Corporate：企業）だけではな

く学校や行政および市民団体の

社会責任への言及をさらに加速

し、実際に現地を見たうえでの

ベスト・プラクティスを紹介する

ことも、著者には期待したい。

大阪ボランティア協会

常任運営委員　井上 小太郎

　ロビイングマニュアルと表す

る本書は、性的マイノリティの

テーマの他、２００６年に法案

が成立した自殺対策基本法へ

のロビイングをはじめ、病児保

育サービスのモデル、待機児

童解消、13年のいじめ防止対

策推進法、児童扶養手当削減

に関する各分野の活動家によ

る経験とテクニックを紹介。ま

た付録として、ロビイングを行

うにあたり知っておきたい仕組

みや用語、実践的なノウハウが

書かれている。収録されている

一つ一つの事例からは、ＮＰＯ

が政策的影響力を持つことの

意義を改めて感じさせられる。

編集委員　稲田 千紘

ラ イ ブ ラ リ ー

第21回

今
年
の
４
月
、「
夜
明
け
前
の
子
ど

も
た
ち
」
を
観
た
。
会
場
は
満

席
。
１
９
６
８
年
に
完
成
し
た
作
品
だ

が
、日
本
各
地
の
福
祉
や
障
害
者
問
題

の
学
習
会
な
ど
で
も
上
映
さ
れ
続
け
て

い
る
。

　

こ
の
作
品
が
再
注
目
さ
れ
て
い
る
背

景
に
は
、昨
年
７
月
の
相
模
原
障
害
者

施
設
殺
傷
事
件
が
あ
る
。
な
ぜ
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
？ 

現
場
の
み
な
ら
ず
、

誰
も
が
そ
の
答
え
を
模
索
し
て
い
る
。

私
自
身
も
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
障

害
者
問
題
の
映
像
制
作
に
か
か
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
不
勉
強
な
が
ら
も
真
摯

に
向
き
合
う
中
で
痛
感
し
た
こ
と
は
、

今
ま
で
自
分
自
身
が
障
害
者
に
対
し
て

無
知
で
、
偏
見
に
無
自
覚
だ
っ
た
こ
と

だ
。
そ
の
や
る
せ
な
さ
に
悩
ん
で
い
る
時

に
こ
の
作
品
と
出
会
っ
た
。

　

舞
台
は
滋
賀
県
の
重
症

心
身
障
害
児
施
設
、「
び

わ
こ
学
園
」だ
。「
こ
の
子

ら
を
世
の
光
に
」と
い
う

福
祉
の
思
想
を
訴
え
続

け
た
糸
賀
一
雄
ら
が
監
修
者
と
な
り
、

施
設
職
員
と
子
ど
も
た
ち
、そ
し
て
映

画
ス
タ
ッ
フ
が
療
育
活
動
に
参
加
し
な

が
ら
、施
設
の
一
年
を
記
録
し
た
。重
い

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の

発
達
の
可
能
性
を
見
つ
け
豊
か
に
し
よ

う
と
、手
探
り
で
取
り
組
む
様
子
が
施

設
の
内
側
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
、ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
子
ど
も
た

ち
に
戸
惑
い
を
隠
せ
ず
、
目
を
そ
ら
し

て
し
ま
っ
た
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。９
歳
の
み

つ
い
君
の
入
園
だ
。
だ
が
し
だ
い
に
施
設

入
所
を
迷
い
続
け
る
お
母
さ
ん
に
共
感

し
、自
分
の
心
を
預
け
ら
れ
た
。お
母
さ

ん
の
み
つ
い
君
に
対
す
る
愛
情
と
、施
設

に
入
れ
る
こ
と
の
罪
悪
感
は
、や
が
て
み

つ
い
君
の
発
達
に
よ
っ
て
び
わ
こ
学
園
へ

の
期
待
と
信
頼
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
観

て
い
る
私
自
身
も
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

が
愛
お
し
く
な
り
、
彼
ら
の
発
達
に
圧

倒
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

私
は
現
在
、息
子
の
通
う
保
育
園
で

上
映
会
を
計
画
し
て
い
る
。
自
分
一
人

で
観
る
よ
り
も
、
皆
で
見
な
が
ら
学
び

合
う
こ
と
で
今
の
社
会
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。こ
の
映

画
が
提
示
す
る
発
達
保
障
と
療
育
と
い

う
テ
ー
マ
は
、50
年
経
っ
た
今
で
も
全
く

色
褪
せ
て
い
な
い
。

　

な
お
、こ
の
作
品
は
劇
場
上
映
さ
れ

て
い
な
い
。
観
た
い
方
は
、ぜ
ひ
ネ
ッ
ト
等

で
近
く
の
上
映
会
を
検
索
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
れ
が
無
理
な
ら
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購

入
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
さ
ら
に
自
分

た
ち
で
上
映
会
を
開
い
て
学
習
の
場
に

し
て
も
ら
う
こ
と
も
お
す
す
め
し
た
い
。

な
お
、こ
の
映
画
を
現
代
的
視
点
で
問

い
直
し
た
書
籍
『
発
達
の
ひ
か
り
は
時

代
に
充
ち
た
か
？
』（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が

わ
刊
）が
今
年
の
２
月
に
出
版
さ
れ
た
。

読
む
こ
と
で
映
画
に
登
場
す
る
具
体
的

な
療
育
活
動
が
意
図
す
る
も
の
が
明
確

に
な
り
、よ
り
一
層
映
画
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

1979年岐阜県生まれ。記録映画「鳥の道を越え
て」の監督。民族文化映像研究所の姫田忠義の
元で映像記録のノウハウを学ぶ。日本各地の芸能
や民俗など暮らしを映像で記録する活動に従事。
現在も新作に向けて全国を駆け回っている。「鳥
の道を越えて」の自主上映を受け付け中。問合せ：
工房ギャレット（電話 090-7226-3806）

●今月の館主

今
い ま い

井  友
と も き

樹 イラスト：杉浦 健


